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品質管理教則 

 

重複書誌をなくすために 

こうすれば重複書誌はできてしまう。こんな時はすぐに書誌作成してはいけません。 

 

検索編 

ヒットしなかった場合、参照 MARC がヒットした場合 

とにかく何回も検索してみよう。とにかくこれにつきる 

さらには、書誌レコードは正しい形で作成されているとも限らない。正しくないレコードでも重複は重

複。 

 

 ISBN は必ず入力されているとは限らない 

 ヨミのゆれ 分かちのゆれ スペル間違いにご注意を 

 あなたの思ったタイトルは部編名かも 

 親子かどうか疑わしいとき、一度に検索しない 

 日本人などの責任表示に注意 「情報太郎著」「情報」「太郎」 

 前回の検索条件をクリアして 

 

書誌同定編 

類似書誌がヒットした場合 

手元の資料と完全に一致しなくても、新規レコード作成の指針に該当しているか確認してみる。 

 

書誌同定 事例集 

1. データ記入 

● 新字体と旧字体あるいは正字体と俗字体のように、字種のみが異なる場合 

新規レコードを作成しない。 

情報源     中國文化大革命 

     レコード例１ 中國文化大革命 

     レコード例２ 中国文化大革命 

(コーディングマニュアル 0.4.1B ｢新規レコード作成の判断基準｣ B3.1 〔TR〕) 
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2. 和資料と洋資料 

● 和資料と洋資料で記述の違いがあることがある。 

日本語と英語、両方のタイトルがあるような場合、和資料として作成されている可能性も、洋資料の

目録規則にそって作成されている可能性もある。 

一方で作成されている場合、基準にそわないものであっても、別書誌を作らない。 

両方の場合を想定して検索してみること。書誌を作成するときには VT 等に記述すること。 

情報源（標題紙）”Kenkyusha's new English-Japanese dictionary” 

  （奥付）” 研究社新英和大辞典” 

レコード例１ （洋資料として作成） 

TR:Kenkyusha's new English-Japanese dictionary 

ED:5th ed 

PUB:Tokyo : Kenkyusha, 1980 

PHYS:xxi, 2477 p. ; 27 cm 

NOTE:Title in colophon (inserted): Kenkyusha shin Ei-Wa daijiten 

 

レコード例２ （和資料として作成しようとして奥付からタイトルを採用することも起こりうる） 

TR:研究社新英和大辞典 / 小稲義男編集代表 

ED:第 5 版 

PUB:東京 : 研究社, 1980.11 

PHYS:xxi, 2477p ; 27cm 

NOTE:書名は奥付による 

 

（コーディングマニュアル 0.1.2「和資料と洋資料」） 

 

3. タイトル 

● タイトルの間に微妙な隙間(スペース)がある場合などは、複数の記録方法がありうる。 

情報源  “漱石の謎をとく 『こころ』論” 

レコード例１．     TR:漱石の謎をとく『こころ』論 

レコード例２．     TR:漱石の謎をとく△:△『こころ』論 

(コーディングマニュアル 0.4.1 ｢新規レコード作成の指針｣ B3.1 〔TR〕) 

 

● タイトルが２段以上に別れて書かれている場合は、書誌上でどのように扱われているかに注意

する。 

情報源:   1 段目:コンピューター・グラフィックスがひらく 

２段目:現代数学ワンダーランド 

    レコード例１   TR:現代数学ワンダーランド : コンピューター・グラフィックスがひらく 

    レコード例２    TR:現代数学ワンダーランド 

PTBL:コンピューター・グラフィックスがひらく¦¦…<BAxxxxxxxx>//a 

レコード例３ TR:コンピューター・グラフィックスがひらく 

PTBL:現代数学ワンダーランド¦¦…<BAxxxxxxxx>//a 

(コーディングマニュアル 0.4.1「新規レコード作成の指針」 B3.1〔TR〕) 
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● 地名・時代・年月・形式・等による区分および、付録であることを示すものは「部編名等」とみな

して、 固有のタイトルにはとらない。 

    情報源: 『地域学研究』が「アジア」、「ヨーロッパ」…と刊行中 

    レコード例      TR:地域学研究 

VOL:アジア 

VOL:ヨーロッパ 

↓は誤り！ 

× レコード例(親)  TR:地域学研究 

    × レコード例(子 1) TR:アジア 

    ×               PTBL:地域学研究¦¦…<BAxxxxxxxx>//a 

    × レコード例(子 2) TR: ヨーロッパ 

    ×               PTBL:地域学研究¦¦…<BAxxxxxxxx>//a 

（目録情報の基準第４版  4.2.3 ｢図書書誌レコード ―― 記述対象のとらえ方｣） 

 

●「固有のタイトル」と「巻次等・部編名」が、同一親書誌の下に混在する場合は、バランスしない書

誌となる。 

    情報源: 地理学 １ 

           地理学 ２ 

地理学 ３ 西ドイツにおける地理学 

    レコード例(A)  TR:地理学 

VOL:１ 

VOL:２ 

  レコード例(B) TR:西ドイツにおける地理学 

PTBL:地理学¦¦…<BAxxxxxxxx> 3//a 

（目録情報の基準第４版  4.3.1 ｢書誌構造の表現｣） 

 

4. 責任表示 

● 責任表示の記録順序の相違のみで対応関係の判断を行ってはならない。 

情報源           山田太郎， 春田順子 

レコード例１     山田太郎， 春田順子 

レコード例２     春田順子， 山田太郎 

（コーディングマニュアル 0.4.1「新規作成の基準」 B.3.4（責任表示）） 

 

● 以前の目録規則で許容されていた責任表示の省略にかかわる相違では別書誌としない 

情報源           山田一郎， 市川四郎, 石川春子著 

レコード例１     山田一郎 [ほか] 著 

レコード例２     山田一郎， 市川四郎， 石川春子著 

(コーディングマニュアル 0.4.1「新規作成の基準」 B.3.4（責任表示）) 
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5. 装丁 

● 装丁の違いだけでは別書誌とならない 

同じ時に出版された装丁の異なるものは vol フィールドに記述する 

 

情報源 1（全体）:（ハードカバー） 

情報源 2（全体）:（革の装丁） 

レコード例 VOL:: [並装]   ISBN:4000801015 

VOL:: 総革版   ISBN:4000801031 

（コーディングマニュアル 2.1.11 「VOL」 F2（説明語句）、4.1.11「VOL」 E2（説明語句）） 

 

● ○○版の表記があっても、その内容が装丁をあらわすものである場合は版として扱わず、「特

殊な版表示」として、vol フィールドに記述する。 

版が異なることにはならないので別書誌にならない 

 

情報源 豪華版 

レコード例 1 VOL:豪華版 

ED:（空白） 

 ↓は誤り！  

×レコード例 2 ED:豪華版 

（オンライン・システムニュースレター抜刷集 (D-3「特殊な版表示の取り扱い」) 

（コーディングマニュアル 2.2.2「ED」 H3、4.2.2「ED」 H3） 

 

6. 版 

● （洋書において）出版地が複数ある資料の American ed., International ed.は、他の項目から判

断するので、版とされている場合も、vol フィールドに記述されていることもある。 

情報源 American ed. 

レコード例 1  VOL:: American ed. 

ED:（空白）  

レコード例 2 ED: American ed. 

（コーディングマニュアル、4.2.2「ED」 H3） 

 

● 逐次に刊行されるもの（○年版など）は版として扱わず、VOL フィールドに記録する。 

版が異なることにはならないので別書誌としない。 

情報源 98 年版 

レコード例 1  VOL:98 年版 

ED:（空白）  

 ↓は誤り！ 

×レコード例 2 ED:98 年版 

（コーディングマニュアル 2.2.2「ED」 H2、4.2.2「ED」 H3） 
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● 初版の版表示は記述しなくてもよい 

記述のあるなしで別書誌にはしない 

情報源 初版 昭和 62 年 11 月. 

レコード例 1. ED:（空白） 

レコード例２. ED:初版 

（コーディングマニュアル 0.4.1「新規レコード作成の指針」B4〔ED〕） 

 

● 版と書いてあっても、内容に改変が無い場合、刷りとして扱う。（慎重な判断を要する） 

別書誌としない。 

情報源 初版 昭和 62 年 5 月 

  第 2 版 昭和 62 年 9 月 

レコード例１ ED:（空白） 

   PUB:...△,△1987 

 ↓は誤り！ 

×レコード例 2（間違った例） 

ED:第 2 版 

   PUB:...△,△1987.9 

（コーディングマニュアル 0.4.1「新規レコード作成の指針」B4〔ED〕、2.2.2「ED」H1、4.2.2「ED」

H1,2） 

 

● 並列版表示、版にかかわる責任表示、副次的版にかかわる責任表示が異なるだけでは、別書

誌にはならない 

情報源 2nd ed., 3rd corr. impression 

レコード例 1 ED:2nd ed., 3rd corr. Impression 

レコード例 2 ED:2nd ed. 

（慎重な同定を要する） 

（コーディングマニュアル 0.4.1「新規レコード作成の指針」B4〔ED〕） 

 

7. 出版事項 

● 最初の出版地・頒布地等の選択の相違だけでは、新規レコード作成の根拠とはならない。 

情報源          京都， 大阪 

レコード例１      京都 

レコード例２      大阪 

 

● 同一国内における出版地・頒布地等の相違だけでは、新規レコード作成の根拠とはならな

い。 

情報源            Harmondsworth 

レコード例１      Harmondsworth 

レコード例２      London 

 

● 地名の表記法の相違だけでは、新規レコード作成の根拠とはならない。 

情報源            Venice 
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レコード例１      Venice 

レコード例２      Venezia 

以上 

(コーディングマニュアル 0.4.1「新規レコード作成の指針」 B5.1（出版地・頒布地等）)        

 

 

● 最初の出版者・頒布者等の選択の相違だけでは、新規レコード作成の根拠とはならない。 

情報源            学芸通信社, ソフィア出版 

レコード例１      学芸通信社, ソフィア出版 

レコード例２      ソフィア出版 

 

● 出版者・頒布者等の単純な名称の変更又は相違だけでは、新規レコード作成の根拠とはなら

ない。 

情報源            （株）ベストセラーズ 

レコード例１      ベストセラーズ 

レコード例２      KK ベストセラーズ 

以上 

(コーディングマニュアル 0.4.1「新規レコード作成の指針」 B5.2（出版者・頒布者等）)        

 

● 印刷年、製作年、又は販売年の相違のみでは新規レコード作成の根拠とはならない。 

情報源            1994  printing 

レコード例１      [1994] 

レコード例２      [199-] 

 

● 推定された日付の相違のみでは新規レコード作成の根拠とはならない。 

情報源            1950？ 

レコード例１      [195-] 

レコード例２      [1951？] 

以上 

(コーディングマニュアル 0.4.1「新規作成の基準」 B.5.3（出版者・頒布者等の日付）) 

 

 

8. PTBL 

PTBL のデータ内容の相違は、新規レコード作成の根拠となりうる。 

(コーディングマニュアル 0.4.1 「新規レコード作成の指針」 B8 「PTBL」) 

 

ただし以下に示した例については注意してください。 

 

● PTBL のシリーズ番号のみが異なる場合は、同定できたと判断する。 

情報源:      レコード調整研究叢書     4    はやわかり双子つぶし  

レコード例１ TR:はやわかり双子つぶし 

PTBL:レコード調整研究叢書¦¦…<>4//a 
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レコード例 2 TR:はやわかり双子つぶし 

PTBL:レコード調整研究叢書¦¦…<>3//a 

NOTE:シリーズ番号表示: 第 3 刷(2002 年)には「4」の表示あり 

(コーディングマニュアル 0.4.1 〔新規レコード作成の判断基準〕B8〔PTBL〕) 

 

 

● 複数の出版者から同一名称のシリーズが刊行されている場合。 

情報源:  歴史学叢書   （創文新社） 

    親書誌レコード例１    TR: 歴史学叢書 

PUB:東京 : 創文新社 

親書誌レコード例２    TR: 歴史学叢書 

PUB:東京 : 創文社 

NOTE:出版者名変更: 創文社→創文新社 

(コーディングマニュアル 0.4.2  「新規レコード作成の指針」B4.1 （親書誌)〔PUB〕) 

(コーディングマニュアル 2.2.3  「PUB」 I2《注意事項》) 

 

● PTBL の微妙な記述の違い 

本標題の変更がなければ別書誌としない。ささいな変更はNOTE及びVTに記録します。また子書

誌の NOTE にも記録します。 

(オンライン・システムニュースレター抜刷集 1.1.2(B-1 「同一シリーズと思われるがシリーズ名が

微妙に異なる場合」No.5 p４) 

 (コーディングマニュアル 0.4.2「親書誌新規レコード作成の判断基準」 B2.1 本タイトル) 

 

 

● 親書誌における並列標題の取扱い                        

親書誌の並列標題の有無、並列標題の取り方の違いは別書誌としない。 

親書誌の標題は、初巻のものを採用する。 

 情報源  情報学シリーズ 

   Information science series 

 レコード例１(親書誌) TR:情報学シリーズ = Information science science series 

 レコード例２(親書誌) TR:情報学シリーズ 

 レコード例３(親書誌) TR: Information science science series = 情報学シリーズ  

 

 (オンライン・システムニュースレター 1.1.2（B-3 親書誌における並列標題の取扱い）               

 

● PTBL の記述のある無し 

親書誌の情報源にならないものに記述されているシリーズ名 

情報源（カバーのみ） 「物理学の講義８」 

レコード例 VT:OH: 物理学の講義８ 

NOTE:その他のタイトルはカバーによる 

 

情報源（標題紙等） 「物理学の講義８」 

レコード例 PTBL: 物理学の講義¦¦ﾌﾞﾂﾘｶﾞｸ ﾉ ｺｳｷﾞ <BA-------> 8//a 
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9. Paperback 版 

● Paperback 版の扱いについて 

Paperback 版と hard 版は、異なるところがなければ同一書誌レコード。出版事項、シリーズ表記等

が異なる場合は別書誌とする。 

 情報源  paperback edition 1991（他はすべて hard と同じ） 

 レコード例 VOL:: pbk 

   VOL:: hbk 

   PUB:△,△1991 

 情報源  paperback edition 1991 

 レコード例 1 VOL:: pbk 

   PUB:△,△1991 

 （別書誌） VOL:: hbk 

   PUB:△,△1989 

 ↓は誤り！ 

 ×レコード例 2 VOL:: pbk 

   VOL:: hbk 

   PUB:△,△1989 

(オンライン・システムニュースレター1.1.1 (D-2 「Paperback 版の扱いについて」) 

 

ＮＧ遭遇編 

規則的に間違った書誌がヒットした場合 

この場合は新規で書誌を作成せずに書誌調整をする。 

重複書誌を見つけたら NII へ報告する。 

例）本来なら親書誌子書誌となるところが VOL で一つの書誌になっている場合 

 

操作ミスにも注意 

Copy と Edit の操作ミス 

Copy で流用作成しようとして間違って Edit なんてことをして・・・オリジナルの書誌が置き換わること

も。 

逆に Edit のつもりで、まちがって Copy してしまい、無用な重複書誌をつくることも。 

登録後のメッセージをみる、登録後に再確認をするなどして注意する。 

 

 

何度も検索 登録後には再確認 
 


